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雇用、福祉、教育等の連携による就労支援 



１ ライフステージを通じて、必要な時期に、適切
な支援を受けることが可能に。

２ 就労に関して起こりうる様々な問題に関して、
適切な分野の支援を受けることが可能に。

３ どの窓口へ行っても、必要な支援に結びつく。

雇用・福 祉・ 教育のネットワーク（利用者にとって）

安心感を持って、様々なステップにチャレンジで
きることにより、ニーズに合った就労が可能に。
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２ ライフステージごとに支援が分断されが
ちである
【具体的な問題点】

・ 支援が分断されることへの不安から、利用者
が一つの分野に滞留する傾向。

２ ライフステージごとに支援が分断されが
ちである
【具体的な問題点】

・ 支援が分断されることへの不安から、利用者
が一つの分野に滞留する傾向。

２ ライフステージを通じた一貫した支援が
可能に

【改善される点】
・ 各分野が情報を共有することにより、ライフス

テージを通じた切れ目のない支援が可能に。
・ 利用者が安心感を持って、必要な次のステップへ

踏み出すことが可能に。

現状と問題点現状と問題点

雇用・福 祉・ 教育のネットワーク（支援者にとって）

ネットワークがあれば
ネットワークがあれば

１ 各分野の「就労支援」の在り方に関する
イメージの不一致
【具体的な問題点】

・ 他の分野が各分野にどのようなニーズを持っ
ているかが分からない。

・ 障害者本人の能力に関する評価が、各分野
ごとに共通していない。

・ 教育・福祉分野において、障害者の就労を
「ハードルの高いもの」と思いがち。

１ 各分野の「就労支援」の在り方に関する
イメージの不一致
【具体的な問題点】

・ 他の分野が各分野にどのようなニーズを持っ
ているかが分からない。

・ 障害者本人の能力に関する評価が、各分野
ごとに共通していない。

・ 教育・福祉分野において、障害者の就労を
「ハードルの高いもの」と思いがち。

１ 各分野の「就労支援」に関するイメージの
共有化

【改善される点】
・ 各分野の強み、弱みや、それぞれのニーズに関

して共通認識を持つことで、効果的な役割分担が
可能に。

・ 障害者の能力に関する評価の共有が可能に。
・ 「障害者の就労」に関するイメージについての

ハードルを低くすることが可能に。

３ 最初に支援を求める分野によって、支援
の方向性が規定される傾向がある
【具体的な問題点】

・ 各分野それぞれで、支援を自己完結させよう
とする傾向。

・ 結果的に、他の分野における適切な支援に結
びつきづらい。

３ 最初に支援を求める分野によって、支援
の方向性が規定される傾向がある
【具体的な問題点】

・ 各分野それぞれで、支援を自己完結させよう
とする傾向。

・ 結果的に、他の分野における適切な支援に結
びつきづらい。

３ どの窓口へ行っても、同じ支援に結びつく。
【改善される点】

・ 各分野が、支援を自己完結させずに、必要に応
じて、適切な他の分野のサービスに結びつけるこ
とが可能に。
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